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　デジタルネイティブと呼ばれる現在の大学生において、PC スキルの格差
は以前にも増して大きくなっており、就職活動や卒業研究において支障をき
たしているというニュースもたびたび報道されている。現行の学習指導要領
においても情報活用能力は重要な位置づけとなっているものの、技術科や情
報科の授業以外ではあまり PC が活用されていない可能性もある。
　本稿では、東京都市大学情報基盤センターが実施している『新入生の情報
環境に関する調査』の 2018 年度の結果 [1] について報告し、前年度までの
結果や関連調査との比較を行いながら考察するとともに、公開していない生
データを用いた分析や今回新たに加えた高等学校における PC 活用の現状に
関する設問の結果とその考察についても述べる。

2.1 調査目的と方法
　情報基盤センターでは、情報環境整備や各学部における初年次情報教育の
検討資料とすることを目的として、2011 年度から全学部の新入生を対象に

『新入生の情報環境に関する調査』（以下、本調査）を実施している。
　2018 年度は表 1 の通り実施され、全学の回答率は 97.6%（回答総数 1691
件）であった。環境学部、メディア情報学部社会メディア学科はマーク用
紙を用いての実施であったが、その他は授業支援システム（LMS）である
WebClass[2] のアンケート機能を用いて実施した。
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2.2 設問
　本調査の設問は、情報環境、情報教育、高校の教科情報、情報教育に対す
る意識の 4 群に分かれており、『高等学校教科「情報」履修状況調査』[3] な
どを参考にして作成されたものである。
　なお、2017 年度の設問からの変更点は、情報環境に関する設問の主な用
途を問う設問 B5（対象は PC）、B6（対象は携帯電話）の選択肢の「オーク
ション」という項目を「個人売買（メルカリなど）」に文言変更し、設問 B5
の選択肢だけに含まれていた「写真・画像編集」「動画・音楽制作」を設問
B6 の選択肢にも含めることとした。
　また、情報教育に関する設問については、高等学校の情報科の授業内容
により近づけるため、設問項目 C3「プレゼンテーションの技法」、C4「電
子メールのマナーとモラル」、C5「ウェブ検索」を、それぞれ C3「情報の伝
達（プレゼンテーションの技法）」、C4「メールや SNS のマナーとモラル」、
C5「情報の収集と整理（ウェブ検索など）」に文言変更するとともに、また
高等学校の授業内容と関係のなかった C18「情報関連資格取得」も「問題の
分析と解決策の検討」と授業内容に合わせた項目に変更している。
　さらに、情報教育に対する意識の設問において、高等学校での情報活用の
現状を調査するために、設問項目 E6「高等学校ではコンピューターなどの
情報機器を、広く活用していたと思いますか。」を新たに追加した。

表 1　キャンパスごとの調査時期、人数、回答率（2018 年度）
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　ここでは本調査の結果と考察について述べる。また、昨年度までの調査結
果 [1][4] や本調査と関連深いいくつかの調査結果との比較についても適宜、
言及する。なお、都市生活学科と児童学科については、単科学部なので学部
名で都市生活学部、人間科学部と表記している場合がある。

3.1 情報環境に関する設問
　この設問群では PC や携帯電話の所有率や利用頻度など、情報機器等の利
用環境に関して質問している。
　所有 PC（図 1）については「なし（購入予定なし）」が 4.4% であり、昨年
度 4.3% とほぼ同じになっている。購入予定を含めた所有率も 92.7% で昨年
度の 92.5% とほぼ同じであり、総務省の平成 29 年通信利用動向調査 [] にお
ける世帯主 40～59 歳の世帯（新入生の親の世代とほぼ一致する）での PC 所
有率 84.9% と比較すると十分に高い割合であるといえる。また、「共用」の
割合が減り、「自分専用」や「購入予定」が増えている点も明るい情報といえ
る。
　所有 PC（購入予定、未所有を除外）の OS（図 2）については、昨年度ま
で続いていたタブレット増加傾向と Windows の減少傾向はいずれも一旦収
まっている。一方、自分の使用している OS が分からないことを意味する

「不明」の回答も、昨年度と同程度の 8.8% と上昇傾向が止まったが、1 割弱
が自分の使っている PC の OS が分からないという状況は問題だといえるだ
ろう。

図 1　所有 PC の有無 図 2　所有 PC の OS

3  調査の結果と考察
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　学科別（図 3）の所有状況もほとんど昨年度と同様で、「なし（購入予定な
し）」の回答では、最も高い学科は建築学科と都市工学科の 8.2%、最も低
い学科は自然科学科の 0% だった。一方、購入予定を含めた所有率につい
ては、最も高い学科は社会メディア学科の 96.8%、最も低い学科は建築学
科の 88.5% であった。なお、家族共有の割合が非常に高いのが児童学科の
60.2%、個人所有の割合が最も高いのが情報通信工学科の 86.6% という結
果も昨年と同様である。
　PC の利用歴（図 4）については、「なし」の回答が 9.0% で昨年度から 0.4
ポイント微減したものの、「高校」が 5.6 ポイントと大幅に増え、23.8% と
なっており、利用歴が短くなってきていると言える。一方、PC の利用頻度

（図 5）では、高頻度（数日に 1 回以上）の回答が下降、低頻度（週に 1 回以

図 3　PC の所有有無（学部・学科別）
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図 6　学科別 PC の利用歴と利用頻度

図 4　PC の利用歴 図 5　PC の利用頻度

下）の回答が上昇する傾向が続いており、低頻度の回答がほぼ半数を占める
までになっている。
　PC の所有率がほとんど変わらないにもかかわらず、OS の種別が分からな
い割合や利用歴、利用頻度が前述のような結果となっていることから、PC
離れはさらに進んでいるといえるだろう。
　学科別の利用歴（図 6 左）については、「なし」の割合が最も高いのは都市
工学科の 17.5%、逆に最も低いのは情報システム学科の 3.2% であった。ま
た、利用頻度（図 6 右）については、高頻度（数日に 1 回以上）の割合が最も
高いのは情報通信工学科の 59.7%、逆に低頻度（週に 1 回以下）の割合が最
も高いのは児童学科の 68.4% だった。
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　インターネットの利用歴の推移（図 7）については「中学」からという回
答が増えており、「小学高学年」と「高校」からという回答が減少している。
PC の利用歴では「中学」からという割合が低下していることから、スマート
フォンによる利用であることが推定される。
　また、インターネットの利用頻度の推移（図 8）は「ほぼ毎日」の回答の上
昇傾向が続いており、PC の利用頻度がかなり低下していることからも、ス
マートフォンによる利用が増えていると推定できる。
　学科別の利用歴（図 9 左）については、全体的に「なし」の割合は少なく、

「高校」の割合が一番多いのが都市工学科の 27.8% であった。一方、利用頻
度（図 9 右）は「ほぼ毎日」という回答において、社会メディア学科が 77.%
と最も高く、自然科学科が 47.5% と最も低かった。
　携帯電話の利用歴（図 10）では、「中学」からという回答が引き続き上昇
しており、昨年度まで上昇傾向であった「高校」からという回答は減少に転
じている。一方で、小学生からという回答は引き続き減少傾向であるが、内

図 8　インターネットの利用頻度

図 9　学科別インターネットの利用歴と利用頻度

図 7　インターネットの利用歴
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図 11　携帯電話の機種

表 2　 PC、インターネット、携帯電話の利用歴のポリコリック相関係数

図 10　携帯電話の利用歴

閣府の平成29年度青少年のインターネット利用環境実態調査[6]によると平
成 24 年度から小学生の携帯電話所有率が上昇し始めていることから、次年
度以降には上昇傾向に転じるものと思われる。
　携帯電話の機種（図 11）については、96.9% がスマートフォンであり、購
入予定も無いという回答は 3 件（0.2%）であった。
　最後に B2～B4 の各設問に関して、昨年度と同様に相互の相関性を調べて
みた。各設問の選択肢が順序を持ったカテゴリー尺度であることから、計量
尺度における相関係数ではなく、心理統計分析などで用いられているポリコ
リック相関係数を用いている。
　統計分析ツール HAD[7] を用いて、今年度の調査結果におけるポリコリッ
ク相関係数（表 2）を求めたところ、3 年連続で利用歴に関しては PC とイン
ターネットの利用歴の間に 0.79 の非常に強い相関が、PC とインターネット
の利用頻度の間にも 0.45( 昨年度は 0.54) という高めの相関が確認できた。
　このことから、インターネットの利用は今のところスマートフォンではな
く PC の利用との相関性が高いと言える。
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　次に PC の主な用途（図 12）についてであるが、全体的な順位に大きな変
動はなかった。メールの利用率は若干上昇したものの、昨年度予想した通り
順位は SNS に逆転されている。また、文書作成の順位が上がっており、ワー
プロを利用する機会が増えていることが予想される。
　携帯電話の主な用途（図 13）では、前述の通り新しい項目が 2 つ増えてお
り、全体的な順位も大きく変動している。
昨年度 4 位だった SNS が大幅に増えて 1 位になった一方、ほとんどの項目で
利用率が増えている中で文字チャットは大幅に減り、昨年度逆転したメール
の下になっている。また、メールの下降傾向も続いているがかなり鈍化して
きている。

3.2 情報教育の内容に関する設問
　この設問群では高校の教科情報で学ぶ内容を中心に、既に学んでいるか、

図 12　PC の主な用途

図 13　携帯電話の主な用途
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表 3　回答項目

理解し活用できるか、大学でも学びたいか、大学で学ぶべきかについて、入
学前に学んだ情報教育の内容に関して質問している。回答項目（表 3）は C1
～C3 がオフィス系ソフトのスキル関連、C4～C6 がメールなどの基本的な
操作スキル関連、C7～C12 が高度な内容、C13～C17 がモラルやセキュリ
ティ関連、C18 が問題解決で、全 18 項目である。このうち前述の通り、C3
～C5 については項目の表記を情報科で扱う内容に合わせて変更し、C18 は
今までなかった問題解決力に関する項目に変更した。
　なお、項目の意味が分からない場合は無回答にすることとしており、C9
モデル化とシミュレーション、C10 データベース、C11 画像処理とマルチメ
ディア、C17 メディアリテラシー、C18 問題解決で 2 割程度が無回答であっ
た。今回の集計結果は無回答を除外したものである。
　入学前に学んだこと（表 4 左）は、オフィス系の C1～3、基本操作系の
C4、C5、モラルセキュリティ関連の C13～15 で 6 割以上が「ある」と回答
しており、逆に高度な内容の C7 と C9～12、C16 セキュリティ、C18 問題
解決は「ない」が 6 割以上であった。但し、C18 は昨年度までの「情報関連
資格」が約 9 割だったのに対して、C7 プログラミングと同程度の 69.7% と
なっている。
　一方、理解し活用できること（表 4 右）で「はい」が 6 割を超えている項
目は C4 メールと SNS 84.3%、C5 ウェブ検索 73.1%、C14 プライバシー
68.8% の 3 項目であり、入学前に学んだことで「ある」が 6 割以上だった項
目にもかかわらず、「いいえ」（理解し活用できない）と回答して割合が高い
項目としては、C1 ワープロ 62.2%、C2 表計算 69.8%、C3 プレゼンテー
ション 60.1%、C15 情報社会 56.5% が挙げられる。なお、C18 問題解決の

「はい」の割合は 24.0% で高い値ではないが C16 セキュリティの 22.0% よ
り良い結果であった。
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表 4　入学前に学習した（左）と理解し活用できる（右）の回答

　スキル系の C1～C6 について経年推移（2014 年度はトラブルによりデー
タ数が少なくないため除外）を見てみると、C4 メールと SNS を除いた項目
で学んだことがあるの割合が減少傾向であることが分かる。C4 が大きく上
昇している理由としては、設問文に SNS を含めたことが考えられる。一方、
理解し活用できないの割合は、C5 情報検索で増加傾向となっている。　
　大学で学びたい（表5左）と大学で学ぶべき（表5右）はほぼ同じ結果であ
るが、これらの結果についてクロス集計を行ったところ、ほとんどの項目で
7 割以上が学びたいし学ぶべきと回答しているのに対して、C4 電子メール
については 24.6% が学びたくないし学ぶべきでないという回答であった。
　なお、この 2 設問で「はい」の割合の推移（過去 4 年間）を回帰直線の傾き
で示した結果（表 6）を確認したところ、C5 ウェブ検索と C6 タイピングを
除き、どちらも「はい」が減少傾向であり、学習意欲の低下が懸念される。
　最後に表 7～10 に学部・学科別、性別の結果を示す。色が濃いものが相対
的に低く、薄いものが相対的に高いことを表している。
　入学前に学んだの「ある」（表 7）については、知識工学部と都市生活学部
が相対的に低めであり、工学部と人間科学部が高めの結果となっている。
　理解し活用できるの「はい」（表 8）については建築学科と都市工学科、自
然科学科で低く、メディア情報学部と都市生活学部で高めの結果となった。
　大学で学びたいの「はい」（表 9）と大学で学ぶべきの「はい」（表 10）に
ついては、いずれも知識工学部が高めで人間科学部が低めであった。
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図 14　学んだことがある

表 5　学びたい（左）と学ぶべき（右）の回答

表 6　「はい」の傾き

図 15　理解し活用できない
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表 7　入学前に学んだの「ある」の回答率

表 8　理解し活用できるの「はい」の回答率

表 9　大学で学びたいの「はい」の回答率

表 10　大学で学ぶべきの「はい」の回答率
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3.3 高校の教科情報に関する設問
　この設問群では入学前の情報教育、特に高校の教科情報の履修状況に関し
て質問している。
　履修科目（表 11）については重複回答を認めた設問であり、「社会と情
報」が 28.5% で「情報の科学」の 14.8% のほぼ 2 倍の割合となっている。ま
た、それぞれを単独回答した割合は 24.3%、10.5% であった。一方、全体
の 99.1% が現役入学であるが旧指導要領の科目である情報 A という回答も
10.2% あった。それ以外の回答も含め、昨年度とほとんど変わらず、有意差
も認められないことから、現行指導要領に切り替わって 3 年経過しても実
際に情報 A の授業が行われているということが確認できた。そこで、回答内
容をさらに細かく調査をした結果、単独回答に限ると 6.9% であり、残りの
3.3% は他の科目と複数回答であることが分かった。詳しくは確認できてい
ないが、旧情報Aに関する内容であることを明示して授業を行っているのか
もしれない。これについては、次年度の調査で確認したい。
　一方、履修学年（表 12）についても、昨年度と大きな変動は無く、有意差
も認められない結果となった。半数近くが 1 年生の時に履修をしている。な
お、未履修という回答については別の設問の回も参照した結果、マークミス
と思われるものも含まれていることが分かっているが、自由記述で履修して
いないことを明言しているものもあることから、特に未履修回答が多い出身
高校について教育課程を確認したところ、スーパーサイエンスハイスクール
指定校の特例措置で別科目に割り当てられているということが分かった。

　なお、例年、忘れたという回答が非常に多い件について、昨年度の調査
から科目の特徴を表すキーワードとして、情報の科学には「プログラミン
グ」、社会と情報には「コミュニケーション」と付記しているが、結果は今

表 11　教科情報の履修科目 表 12　教科情報の履修学年
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回も変わらなかった。一方、ある学科で独自に行っている同様の調査では忘
れたという回答がそれほど多くないという情報を得たため、その原因につい
て検討した結果、多くの場合 1 年生で履修をしており、思い出すのにある程
度手間がかかる上、直前の情報教育に関する設問が比較的面倒で回答に時間
も要することから「忘れた」という選択肢を安易に選んでいる可能性がある
と考えた。そのため、次年度は設問の順序を入れ替えることとした。
　学部、学科別では、履修科目（表 13）はメディア情報学部の 2 学科と児童
学科で他と異なる特徴が出ており、そのうちメディア情報学部の 2 学科は 3
年連続同様の結果となっている。今回は社会メディア学科と情報システム学
科で異なる回答方式を採用しているため、実施方法によるものではなく、入
学者の特徴によるものであると思われるが、それが何かは不明である。
　一方、履修学年（表 14）については、原子力安全工学科、情報通信工学
科、情報システム学科で他と異なる特徴が出ているが、履修科目のような過
年度のとの類似性は見られなかった。

3.4 教科情報に対する意識に関する設問
　この設問群は入学前の情報教育に対する意識に関して質問している。
　高校での情報教育が日常生活で必要だと思うか（表 15）、将来仕事をし

表 13　学部・学科別、性別　教科情報の履修科目

表 14　学部・学科別、性別　教科情報の履修学年



129

ていく上で必要だと思うか（表 16）、大学で役立つと思うか（表 17）、中学
以前の情報教育が高校で役立ったか（表 18）、教科情報が楽しかったか（表
19）については、「日常生活で必要」「将来仕事で必要」「大学で役立つ」「楽
しかった」の設問で肯定する回答が増加傾向となっており、情報教育の必要
性の高まりを感じていることが分かる。その一方で中学までの情報教育が高
校で役立ったとは感じる割合は否定的な回答も少なくない、ほとんど変化も
していない点が気になるところである。
　次に、教科情報が楽しかったかの設問の回答に対する理由（自由記述）
を、「全く思わない」「あまり思わない」（以下「楽しくない」）と「ややそう
思う」「そう思う」（以下「楽しい」に分けて、ワードクラウド（テキスト中
に登場する単語の出現頻度などを基に算出した重要度を可視化するテキスト
マイニング手法）を簡易テキストマイニングサービスの UserLocal[8] を用い
て作成した結果を示す。
　「楽しくない」のワードクラウド（図 15 左）を見ると、名詞では「授業」、
動詞では「ついていける」「分かる」、形容詞では「難しい」が重要な語とい
え、昨年度（図 15 右）とよく似た結果となっているなお、「ついていける」

「分かる」はいずれも否定的に使われている。

表 15　日常生活で必要

表 17　大学で役に立つ 表 18　高校で役に立った

表 19　情報の授業は楽しかったか

表 16　仕事をしていく上で必要
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　一方、「楽しい」のワードクラウド（図 16 左）では、名詞では「プレゼン
テーション」「パワーポイント」、動詞では「学ぶ」「学べる」、形容詞では

「楽しい」が重要な語として示されており、やはり昨年度とよく似た結果と
なっている。
　さらに「楽しくない」「楽しい」の両者について、特徴語マップ（図 17）を
用いて比較をしてみると、形容詞については「楽しくない」側には非常に多
くの否定的な語が集まっていることが分かる。また、動詞についても「楽し
くない」側が多く、特に「ついていける」「すぎる」についてはかなり偏って
いることが分かる。「ついていける」については「ついていけない」と否定的
に使われており、「すぎる」については「早すぎる」「難しすぎる」という言
うような使われ方だけでなく、「遅すぎる」というものも含まれていた。
　名詞については「楽しい」側に多く集まっており「プレゼンテーション」

「作成」「ワード」などの具体的に楽しかった活動内容を多く挙げているた
めだと推測できる。一方、「楽しくない」側の名詞としては「苦手」「理解」

「先生」「内容」といったものが多く、いずれも教科情報特有のものとは言え

図 15　「楽しくない」のワードクラウド（左 2018、右 2017）

図 16　「楽しい」のワードクラウド（左 2018、右 2017）
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ないが、日常生活においてはスマートフォンを活用するなどしていることか
ら、数学や英語と異なり、苦手意識を減らす工夫をする余地は十分にあるも
のと考えられる。
　最後に、今回から新たに追加した設問「高等学校ではコンピューターなど
の情報機器を、広く活用していたと思いますか。」についてであるが、先述
したようにスキルに自信のない新入生が増え続けていることから、高等学校
でどの程度情報機器を活用していたのかを調査することを目的として追加を
したものである。
　予想では「活用していない」（全く思わない、あまりそう思わない）の割合
の方が高くなると考えていたが、結果（表 20）としては、「活用していない」

図 17　「楽しい」「楽しくない」の特徴語マップ
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より「活用している」（まあそう思う、そう思う）の回答のほうが若干高いと
いうものであった。
　前問と同様に回答の理由をたずねる自由記述回答についてさらに解析を
行ったところ、図 18 のように 1（全く思わない）と 2（あまりそう思わない）
では「触れる」「機会」、3（まあそう思う）と 4（そう思う）では「利用」「で
きる」「スマートフォン」といった語が多く出現していることが分かった。
　この中で特に「スマートフォン」という語について実際の記述を確認して
みると、スマートフォンを活用していたという主旨の回答が多く、また調べ
物での利用が多いことが分かった。
　設問文に「コンピューターなどの情報機器」と書くことで、「スマート
フォンは排除しないが主にコンピューターに関する設問である」と判断した

表 20　情報機器を活用したか

図 18　「広く活用した」の対応分析
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　2018 年度新入生の情報環境に関する調査結果 [1] について、公開してい
ない生データを用いた分析結果を含めて報告した。
　情報環境に関しては、多くの調査項目で昨年度とほとんど同じ結果となっ
た。自分専用の PC を持つ割合が増えているものの、利用歴は高校からとい
う回答が大きく増え、利用頻度はさらに下がっていることから、PC 離れは
一層進んでいることが分かった。
　インターネットの利用頻度はさらに増えており、SNSや動画視聴の割合が
さらに高くなってきている。電子メールや文字チャットなど文字を使ったコ
ミュニケーションツールの利用は、その他の用途と比べ、相対的に低くなっ
てきているようである。
　入学前の情報教育の内容に関しては、昨年度と比較すると全体的に学ん
だことがあるという回答が減っており、理解し活用することができないと
自己評価している割合も若干ではあるが上昇している。一方、大学で学び
たい、学ぶべきという回答も低下傾向となっており、学習意欲の低下が懸
念される。
　高校での教科情報の履修科目については、「社会と情報」が 28.5%、「情報
の科学」が14.8%という結果であった。旧課程の科目である情報Aという回
答は相変わらず 10.2% と高い割合となっているが、その 1/3 は他の科目も履
修していると回答していることが分かったため、次年度の調査ではその詳細
を確認することとした。なお、「忘れた」という回答については、別に行われ
ている学内の調査と大きく齟齬があることが分かったため、次年度の調査委
では出題方法を変更するなどの対応を行うこととした。
　最後の教科情報に対する意識に関しては、例年とほとんど同じ結果となっ

4  まとめ

回答が得られることを期待したが、多くの回答においてはそのようには理解
されなかったようである。
　スマートフォンですら活用しないという場合もあることから、スマート
フォンを排除するような設問文は好ましくないため、次年度の調査ではどの
様な設問文にすべきかについて、十分な検討が必要である。
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た。自由記述の回答をテキストマイニングした結果、情報の授業が楽しくな
いと感じていた人は、授業内容や先生に不満を持っており、苦手意識が強く
て授業についていけていないということが分かった。大学の初年次情報教育
においても同様のことが言えると考えられることから、授業計画において配
慮すべき点といえるだろう。また、PC 離れが進行し、スキル不足と自覚す
る新入生が増えている背景を調査するため、今回の調査では新たに高等学校
での情報機器の活用状況についての設問を加えたが、僅差ではあるが活用し
ているという回答が上回るという結果になった。但し、自由記述の内容を見
るとスマートフォンを活用して調べ物をしていた、などの理由で活用をして
いたと評価している回答も多いことが分かったため、次年度の調査ではより
PC の活用状況が分かるような設問に修正するなどの変更を検討することと
した。
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